
地域の絆が 都市とつながり 未来を拓く

～しきしまの家から始まる山村の未来～

敷島自治区 しきしまの家運営協議会



敷島自治区の概要

■自治区の地勢
豊田市の中山間地域に位置
面積：21.7ｋ㎡
標高：約180m～530m

■集落数
  9集落（町内会）

■自治区の人口（R5.4.1）

人 口：903人(住民基本台帳)

世帯数：324世帯(自治区調べ)

■公共施設
  旭中学校
敷島小学校
杉本こども園
杉本郵便局
杉本駐在所

矢作川

岐阜県恵那市

稲武
地区

足助地区

小原地区

築羽自治区敷島自治区

旭支所
小渡自治区

笹戸自治区

浅野自治区



しきしまの家 Concept Movieしきしまの家 Comcept Movie



「しきしま♡ときめきプラン」
10年の歩み
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１０年間の活動が評価され
地域活性化優良事例として 総務大臣賞を受賞



新たなフェーズ
「しきしま♡ときめきプラン2020」



人口減少、高い高齢化率は100年続く

名古屋大学「小地域ごとの簡易人口推計ツール」

高齢化率の
ピークは40
年後55% 100年後の

人口は1/3
の300人



「しきしま♡ときめきプラン2020」
３つの重点プロジェクト

プロジェクト① 支え合い社会創造プロジェクト
誰もが「支える人」であり続け、無理のない持続的な有償ボラ
ンティアのシステム（現代の 「結」）を創り上げる

プロジェクト② 農村景観を守る農地保全プロジェクト
美しい農村の風景を次世代につなぐため、消費者とつな
がる農地保全（CSA農業）、森林の保全に取り組む

プロジェクト③ 未来への構造改革プロジェクト
人口減少・超高齢社会に合った自治区、町内会などに改め、
関係人口と共に地域を自治する地域運営組織を立ち上げる

人口減少・超高齢社会を受け止めて前に進む！



「しきしま支え合いシステム」
がめざすお互いさまの関係



みんなが「支え
る人」であり「支
えられる人」！









支え合い拠点「しきしまの家」
実現ストーリー



空き家片付け大作戦 2022年5月22日(日)

＊倉庫代わりに利用されて
いた旧杉本保育所には物
があふれていました。
＊プロジェクトメンバーと企業
ボランティアの活躍で思い
切った断捨離をしました。しきしま支え合いプロジェクト



「木質化DIY講座」 2022年8月20日・21日

愛知学泉大学・企業ボランティア・プロジェクトメンバー・住民

＊地元大工さんを講師とする2日間の
講座に延べ40名が参加。大学生、
MYパワー、㈱ワイズ、リコージャパンの
社員さんと連帯感が生まれました。



「しきしまの家」プロジェクトに広がる共感

協賛金 目標150万円 ご協賛額181万円（協賛者 278人）

クラウドファンディング 目標150万円 ご支援額163万円（支援者152人）



お披露目会に約200名の参加
2023年4月1日(土)「しきしまの家」オープン

太田市長の挨拶
その場で「地域
共生社会推進全
国サミット」へ
のしきしまの参
加が決まった。



「しきしまの家」から始まる
山村の未来



取組み
ピック
アップ

支え合いマッチング50件以上

マッチングナンバー１は
「草刈り」、その他「大
工仕事」、「スマホの操
作」、「剪定」、「農作
業補助」など

相談を躊躇する、意外な事実
も分かってきた。それは、近
親者へのおもんばかり。



取組み
ピック
アップ

天然記念物「貞観杉」活用

相談第１号と相談第２号のマッチ
ングは、現在進行形。杉本神明神
社、中学校、製材所、ウッディー
ラー豊田、おいでん・さんそんセ
ンター、福祉作業所がつながった。

◀中学生のア
イデア出し

2023年2月▶
貞観杉枝伐採



取組み
ピック
アップ

ふらっと祭は毎月大盛況

6月から毎月開催されるふらっと
祭には200人が集まります。移動
支援で普段出かけない高齢者も。
人気ナンバー1メニューは、ダン
トツ「台湾ラーメン」。

◀お年寄りか
ら子どもま
で大盛況

人気の台湾▶
ラーメン



取組み
ピック
アップ

地域共生社会全国サミット

豊田市で開催された第5回地
域共生社会推進全国サミッ
トで、しきしまの家の取組
みを紹介しました。旭中学
校3年生全員も、会場、ロ
ビーから参加しました。

◀中学生が貞観
杉グッズ完売

会場から中▶
学生も発言



取組み
ピック
アップ

農村ＲＭＯ実証事業も着々

令和5年度から3年間の
農村RMOモデル推進支援
事業に採択されました。
草刈りロボットは、愛

知工業大学との連携事業、
農用地保全の切り札、し
きしまの家「自給家族」
の募集を開始しました。

農用地保全

「地域計画」実現化戦略計画

草刈りロボット開発実証

しきしまの家自給家族実証

地域資源活用
RMO拠点しきしまの家整備

高齢者生産野菜配送加工実証

生 活 支 援
支え合いシステム実証

高齢者移動支援実証



私たちが見つけた大切なこと

①人口減少・超高齢社会を受け止めて前へ進む

②次世代が今より幸せに暮らせる地域をつなぐ

③「おたがいさま」の地域共生社会を取り戻す

④農地・森林を保全し、美しい農村景観を守る

⑤都市部の関係人口を地域自治の主体に加える

そのために

みんなの心の拠り所となり、汗をかき、楽し
く努力する場「しきしまの家」が必要である
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